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羊 毛 皮革 等 の品番 防除 法

春 用 患 者

羊毛､皮革､水魔乾物等が動酬 ili金物を粘る鴇鹿の触割 こよって馨る損害が窓外に大なるも

のであることに就いては､寄/Zが牡に防鹿科掛 肝発明紋二l'[二趣意藩に於いて之射 旨摘LJ1こ桝であ

Q)て､尊宅及び長の製品に酎する損寄のみでも恐 らく年に1500滞日射こ上るであらうと翠へられ

るO

抑 も尊宅､皮革.衣類､水産乾物､敷物等は皆な峯曲の喰聾を蒙るものであり,其の損欝は

窓外に大なるものであるに係 らず､世人0)之に閥する髄織は充分であるとは考へることが払渡

ないのみならず､寄島の喰害が如何にして起 り,且つ如何にして馨しく噂加して行 くものなる

かに輔しては世人の智誠が求だ意外に幼稚であるかの様に考へられるO人間此軌こ於いて轍旗

性の病気の流行の場合に､敬病してからあわて 治ゝ矧 こ努めるよりは流行病俸櫛の'理J!.常を心得

て居り､濠防に努めることが大切であると同様に､藤野が如何にして始まり如卜何にして激しく

なって行 くかの埋由を知って濠め曲客の起るを防ぐやうに努めることは甚だ盤婆なること

るCそれで私は線審除法と云ふ題目の下に上述の如き粘並に所謂防晶剰卦こ防独創のイ倒

いて少しく孝へて見たいと思ふL,

害 曲 の 教 生 (繁殖)

世俗には底L最がわく｢など.と嘗ふO密漁q)教生拭時としては甚だ突然なるが如く見え

も甚だ膨しい数に連することがありて､ 如何にも曲が執 ､て即 こや うに感ぜしめること

る｡ しかし,寄島が偶然に礎盤するが如き事の軌 ､のは官ふ恵でもないことであるが､竜

も係 らず如何にも突然に賂 しい数の曲が畿生しナこかの如く感ぜ しめられることあるのには色々

の理由があるo

今､攻に斯 くの如き現象の起る理由の 1,2に就いて少しく述べて見ようL,兜づ拳ぐべ普ニ

とは昆最の繁殖力が著しく大なることであるO勿諭､紫苑カは施鹿の種矧 こよりて鼎匂

ものにありては 1頭にして能 く数滞在産卵すると首はれるものがあるD斯くの如き樋

は姑 く措 くとするも､ 1雌にして数百の卯を産むものは極めて普通であるo l例と
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嘩Ul･て見よう｡此の過払は幼魚時代に小変q)手鑑を喰寒する音曲であり､基の幼鹿は唯1粒の

小歩0)qlにてよく成長を掛 きて成島となるC,斯 くの如 くなるが故に之が食客rt噸 喜曲の知鰍 こ

乏しい人肌 七の曲の春風 こ嵐付かすに過ごすことが多いC叉その成曲 も億に蚊の大き位に過ぎ

ない小削 ､蛾でありて､遊間は好んで物の間隙や津幡い所に潜んでゐるが故に容易に蔑見され

ないのであるU術も此の小さい喜晶によって菅っては沸園の或る地ガに於いて憐櫨をも引き起

しさうなことがあったと骨ふことである｡以って其の災富が如何に大であるかを推知すること

が出凍るのであるが､それは立として歩蛾の大なる繁殖力に基因するものと膏ひ得るであ らう｡

華帝の併発によれば歩蛾がl三に凡そ4回の葛鑑を行ひ,辱回嚢虫 したもののl部分は充分成長

した幼鵜のま でゝ歩の被害枕の中で冬を越す｡)冬を越した動曲は翌春蛸となる),軸 ､で成島と

なりて紫戚するのであるL,歩蛾は1頭の産卵激は凡そ200粒に過きないL.而 も之が其の繁殖力

を充分に畿甜するとせば､初春に唯 1封の雌雄がゐたとすると,年円に連する組数は校内に如

曲想で潜んでゐるものと各時期に成島となって出るものとを合計すれば､解 く勿れ 2480蒋輔

健に連することになるC,而して此の中で248000班のみが成曲として粒外に現れで旺人の注意を

引くことになるものである｡この例によりて 1雌の産卵数が200粕に過ぎないとするも4乃至

5回の発生を練り返す間には葦に繁 く可普数に蓮することが明かであるO

斯 くの如 く､施鼠は著 しき繁殖力を有するものであるが, しかし､それは左様に繁殖する能

力を有すると嘗ふに止まりて居り､複雑徴妙なる自然のカによりて其の繁殖は制肘を受けるこ

と多 く､穿蛾の如剖こありて も上述の計算上達 し得る教の9割 9分までは中途に.して発 され､

戚商に適 し得ずに死んで行 くのが普通である｡之を別の言葉で膏ふならば鞍点の繁殖に適 しナ二

審Jをの傑件が具備されて始めて野島は其の密猟の全能カを巻揮するものである｡葦際問題とし

ては斯様な彼等の紫苑に通常しナこ好健件は時折にしか奥へ られないC載って､ 時ありてか寄島

は妙しく聴如し､宛も寒鹿が湧いて打けこかq)如き感を典へものであrao

晶0)盤倍の仕二机怠色 様々々でありて､机に例示 した穿蛾の如 く其の盤括期間の大部分は種華

0)中に於いて過す ものがあり,或は幼曲は自ら瞥んだ典の中に潜んでゐるものがあるO斯 くの

如きものにありては基の教が著 しく噂加し.且つそれ等が成魚朋に達 し.其の隠れ家か ら脱出

するに及んで始めで政人の目をひくことになり､宛 も彼等が突然に湧いて出たや うな感を屯き

しめることになるO今摘津た歩蛾の例によってわかるや うに､害最の 1盤に要する日数は比校

的想いものである0枚に初春に僅少の健鋸の根源があれば億に 1薗年位の中にもrl=大なる数に

達 し得るものであるO
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害鹿の樽播並に教生の根源

今日の_4-=物輿の知識を以って見れば寮曲が偶然に郎塊すると首ふが如き串のあり縛ないは明

かであって､音曲が畿投.するか らには必ずそこに其の根源があrDに洩ひない(ノ基の額蛍の鹿源

は審鼻の種類により､或は場合によ(I)て必ず しい 一恵ではなく,或は卵が畿蛍の元となること

があり,或は何かの媒介によって音曲が搬入せ られることがあわ､或は半蝕自らの運動によっ

て東亜或は成島が他か ら入って凍ることもあるr

羊毛,皮革或は毛織物などの場合に於いては戚晶(即ち硯蝕)或は幼魚(卸ち付点)が基の避動

力によりて侵入する場合､及び之等のものが 他動F蜘こ人力によって搬びこ怠れる場合が少(

ない｡例へば彼の｢ヒメマルカツヲブシムシ｣の如きは､本誌第 1舵に於いて山任[保治氏の説か

れた如 く､成島期に於いては廉 く戸外を飛び越はるカを有 し､其o)カによって漸次に仙qrへ倦

晒して行 くことは否み難い所である｡

丸 イガ(衣蛾)の如削ま幼曲別には其の食する毛織物層で作った典の･17に潜み居り､.人は地

の巣の存在に束付かす して攻か ら二次へと爆播せ しめる事が起るのであるL･】

三色級臥 毛皮等を歯笥或は長持等に大耶 保管 して置いても､之等の物が審曲の喰客車準る

場合が康ある｡それのみならず､箪笥のFtJにナフタリンや樟脳などを入れて害品番防がうとし

てゐるにも係 らず害曲の喰客を蒙る場食 も決 して少しとせぬO

斯 くの如き場合に他人は屈寄島は一一醒榔何にして様大したものであらうかと不審に思

あるC,私がこ にゝ他人の注意を喚起 したいことは啓最新は-蝦に其の脚 馴 ＼さく､殊に

僻化 して出た許わの幼晶にあっては甚 し(JJ､さいものであ8).昔舟が注意して密閉 し克

て屠る容港の場合に於いても筋化直後の幼量が偉人する欄の間隙は樺山に残されてゐる

考へねばな らぬO卵か ら贈化したばかりの幼晶は僅にく).57は 1日)メ- いレ促の間隙海

も猶は稚 く之を通過 し得るものであるか ら,歪みが絶妙に起 らないや うな良い樹氷で非常

巧に造 り上桝 こ肇筒や箱でない限 り賞品の使入すべ普通路を絶封 になくす ることは困難であ

るし
q

樟脳､ナフタリン或はホ ドデンの如き防曲剤を箪笥などに入れて置いたとするも､之尊の､も

のの轟を防ぐカには限があるものであり､亦､之等の ものの落歳に掛する轟性も骨組の

甚だ弓削 ､ものではないから､1=とへは,箪笥の小部分に之等の薬剤が入れ られてあっ準

も､それか ら離れてゐろ胞の部分に於いて株宰鹿偉人の町胎性があq)､且つそれ寒の鹿
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き頻ってゐる可能性 も充分あるのである0号妃んや嘗/?の不注意からして之等輝猿性の防曲剤が

全部珊敬 して無 くなって しまったのをも知 らずに屠り､其の矧 二審曲佳人の機骨を娘へるや う

な腐食が少 くないにおいておやであるO苗兼,桐の箱に品物を入れて藍けば鹿の喰害を防ぐこ

とが川凍ると首ほれて厨つナこ事は或る程度畠では展であると恩はれるが､之には色々の理由が

あるかも知れないが､其の-のI理由は桐と首ふ材は束み くるふことが少く､丈,イ桐鶴も少く､

其の鰍 こ据曲焼入の機骨を舶-ることが少いことにあるものと,削鋸 LるL,

強喝､覚 り出されて屠るヰ ドヂ L､パラ膳等の如きも0)は借渦宣於ける気化能力が甚だ大な

るものではなく､堆って普通の箪乱 長持等の中に衣頼怨保有する場飢 こ於いて も､之等の薬

剤の瓦斯の濃度甚大なるものではなく､礎って草魚に封する之等の瓦斯の轟作用は甚だ大なる

ものではないと孝へられるl又､之等の準則の害曲を排斥するカも亦甚だ大なるものではない

棟に考へ られるので.-･且害曲が佳人することになると我等が食害を近 しくすることになる朕

がある,.,

之を要するに啓々が毛,q三縄物或は政革等を保管するに懲りて､鹿の喰霧を覚れるや うに悦

寵に用心 した積でも､猶は且つ 尊慮の駿人の機骨は多分に春するものであると考へ ねばな ら

ぬC,-･且､偉人すれば､番柑糾こよっては彼等は急連に繁殖 し.従って大なる損害を起すことあ

るべ音は既に前節に述べたWrによって明であると思ふL,

膏 鹿 繁 殖 のゆ抑 厳

寒曲の紫兆を抑魔するには既に佼入して居る寄曲を其の繁殖に光ちて蝦除することが大切で

あることは首ふまでもないことであるO寄島の駐除については別に述べることにして, こ でゝ

は喜藤の繁殖を漁防する操作につきて少しく考へて見ることにすao

啓鼻の習性､繁殖力或はその外界の感懐イ判こ封する抵抗力等は種類によりて必 Lも一一様なる

ものでないことは確であるが､ しかし､寄蔵の鮭兼に有利である候件は成る程度まで胡似通っ

た ものがあることは牲患すべきことである｡殊に三色,奄織物,毛奴等を喰害する畿内苦慮にあ

りては上述 した事は大鰹に於いて親 らないと思ふLl

野

-▲股に良戯額 も其の鐘紡な行ふには或る程度の水分は絶封に必要映 くべからざるものであ

るO屈曲の食する食物に粕して も､亦.彼等の棲息する墳境に於ける垂範に細して も共に含有

する水分量は成る程度以上でなければならない｡動静.韓曲の裸鵬が輿Zjに礎って其の生活に

必要なる水分の程度姥一定ではないが､食掛 t二Ⅰ或は鮮点の棲息する塞嵐rl11の水分が或る限度以
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Tに下る時は客曲は生命を完 うすることを得ないものである｡ しかし,こ＼に任意すべきこと

は衣斬､毛織物等を食とする音曲は昔々の想像以上.に少い水/Jlで構払し得るものであることで

ある〕

清雄､東湖若 しくは晋路等のL曲干 し1な行ふ習蝦があることは何地でも同じであると息ふ｡

之には色々の郎 勺があること 息ゝはれるが,-.軌 二於いて之が害鵜の紫苑を牽制するに大なる

教典あるべきことは膏むことが出凍ない)之れが鞘fJを考へるに､--.師 こ於いてはL曲干 し1は

衣凝､皮革等を乾放せる垂範に曝 して充分に乾煉せ しめ､水分を少 くして喜曲の生存を困難な

らしめることになることがわかる〔.他面に於いて日光0)直射するJgTrに於いて臼乾を行ふ堺倉に

は直射日光の湧別こ干された もの 轍ゝ度は著 しく上昇すべ く､穿鵡並に其の卯年は高湿と乾煉q)

矧 こ死するに至るものが決 して少くないであ らう｡斯 くの如 くして鵡干 しは害鼠の紫苑を制限

するに大に利金あるべきことは凝ふべ くもないが､ しかし､他面に於いて不沈軌 二桁ふならば

曲干 しは却って鵡韓を誘故する機骨を作ることにもなるべき虞れがあるJ即ち晶干 し並行ふ時

期､場所,日光若 しくは乾燥装束に曝す時間の長短､曲干し後の手入れの不妊窓等によっては

即って寄島に産卵の横倉を典-ナこ(,)､乾煉不充分であったりして富商を殺すこと朋 昏ざるが卿

き場合が破り得る0)である〕

要するに品干 しの数県は:Eとして乾燥にあるものと音ひ得るであらうが､印判二之を行ふ持

の色々の手入れが害鵜の駆除灘にその紫鵜の抑鷹に貫離するも0)であることを忘れては

いし)即ち､衣勅の容許を清潔にすること､衣類その ものも亦之を清潔にL､邪 も之等に

屠る寮鹿又は其の卵､取等q除去に努めることが大切である｡載って毛恭

しに際 しては丁寧に7+ラツシをかけることの卿音は大切なる操作であるIJ

防施剤並 に防融剤 の作用

防鹿剤とは-一般に喜晶の加害を防ぐ襲剤を首ふ｡之に射 して防蝕刺 とは賞品が使大して凍て

もそれが喰喜するのを防ぐ作用を有する輿翻射 旨すのである｡従って廉い意味では防独創 も

亦､防最剤の一棟とも言ふことが出来ようが､ しか し.防動乱 と首ふ緒を狭輩に解樺する時に

は容量を乾客らしめないや うにするもの師も馨曲を排斥する作用のある輿剤を指すことにな

るO"鹿用毘鼻拳に於いては斯様なるものを忌避剤勤 ま排懐刺と呼んでゐるO本館に於いて圃拓

曲剰なる帯を狭嚢に解 して此の忌避剤を意味するものとするO

さて.この忌避剤若 しくは排依剤の作用は何に基 くものであらうかO-臥
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を蓉見するは如何なる働に囚ちかと首ふに､之-1Lが雄一･なる作用によるものであるとは断定 L

雛いが､食物たるべぎ物鯉の礁散する特別の典範を昆蝕が認識 し基のJJ-rF'｡に進んで行 くに因る

域介が粒 も多いや うに考へられるO伽も毘曲の有すか塊覚によるものと言ふべきである､〕他 J/

に於いて鮮なる色彩を･JflLす沼 Eにありては其の色が昆曲を引きよせる噺札となってゐる場合が

軒■匂,蛇は明さ(明暗)に封する毘曲の戊歴が.打払 昆蝕をして基の鋸 =ト0)布衣するや うな場

qrに到達せ しめる方法となってゐる磯舟 もあるo即ち之等の域飢 二は良品は始めは硯覚作用に

よっで鋸 勿の布衣する桝へ導かれることになる〕斯 くの1mく勘 こ食物の畿散する臭気のみが昆

曲を引きよせるものであるとは決諭 し難いけれども､新の如き場合が甚しく多い ものであるこ

とは凝ふことが柑凍ない.

斯 くの如 く免嵐が毘曲を引きよせる場合には､昆鶴の食物が数枚する良嵐射 出のijbi烈なる臭

嵐によって打ち附 して しまふことによって昆曲が食物を聴見 し得ざるや うにすることが可能で

あるO所謂､防戯卿のrtlにはこの種の作用によって曲寒を覚れ しめるもb)があるO如ち此0)種

のものは掛 こJ毛糸0)食物の布衣を不明ならしめる.と音ふにILり､積極的には曲を排斥するカを

有 しないJ従って､若 しも昆曲が偶然に食物の春水をJj:-Ilった場合には彼等は.其防曲捌0)存功三

するにも係らず,喰害を年ふであらう.,今日,流行 してゐる防甜 Ilのrllにも比の種のものがあ

机ませぬかと考へ られるO例へば防曲剤を入れて遊いたにも係 らず箪笥の中の毛織物が害晶の

喰害を受けることがあるが､之などは､少くとも或る場合には､上に述べたや うな防曲剤を用

ひた罪によるものではないかと思はれる｡,

教には紫刺の有する奥嵐が曲を沸簾する作朋を有する薦めに曲を して食物に妊づか しめない

や うな防晶剤がある｡忌避剤或は排憐軌 として古来使用されて来た彼のナフタリン､樺膳等の

如きものは斯様な作用があると琴へられてゐたものである｡此の外に､土中の喜曲が蒔いた穣

寮に加害するを防ぐ目的で位相せられるコ-ルタ- ル､クレゾーノし､テレビン油､或は石油等

の如きも斯様な作用がある1=Tらうと琴へ られて使用せ られてゐた ものである.)しかし､逸憾な

ことには､今 El求だ之等の緋撰軌 こ就きて基の作用が上述のか郎 邑鼻の吸熱 こ辞へる排懐作用

なりや香や､,若 し然り.とすれば､夫の強封ま典 して如何なる程度であるかと青ふが如き重野の

鰍 こついての研究は甚だ不充分であるO殊に常 が々蕊に強調 して置きナこいことは著々人勅に取

って不愉快である典範か必Lも鰍 二宮最に取っても不快なものであり.従って排懐作用がある

とは断定 し難い鮎である.,常々は魔力常々に不快である典範は簿曲にも亦不快であるi:推定 し

たがるq)であるが､何ぞ知 らん､啓利こ不愉快である奥嵐に尊んで集まって凍る良品がいくら
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で も存在することは私が此所に改めて例を刺 ナる敦でも机 ､ことと尊べる 目

上に述べナこ防量刑にありては昆轟の有する映像に訴へるt.のであったが,防勘佃l掴 必 Lも

環に喋覚のみに群へねばならぬものとは限 らないL,毘飴の味覚戒は砺斑雪勘こ不快な刺激遊興へ

之によりて害曲の喰害を覚れ しめるや うな防戯剤が存衣するO昆曲の映覚に都へるものにd)り

ては嘗然の結娘として其の防量刑は押掛 !tiO)ものでなければならぬことになるO尤 も_]i:の揮散

性の大小には色々ありて､備に押@LLll三のも0)か ら潜 しく輔弓削吸のものまであ7月冊 であるが,

典範0)弓削 ､ものとなれば,自然､その押狂性 も大なるものとなり.従って斯 くの如きものは比

較的早 く減耗 し･終に全 く無 くなって しまひ､ こ､に喜品位人の機骨を奥へることになるO.そ

こで宰曲の蝕害を防ぐ放免を出来るだけ長 く持輝せ しめようと欲すれば､どうして も不揮臥

不変性の薬剤を使用せねばならぬことになるし この革に就いては既に本誌節 l城に於いて武居

博士が述べて居 られる.

喚優によりて喜糸の喰聾を覚れ しめようと歓する遡飢 こありても､其の防菌作用をして磯饗

ならしめようと欲すれば､防晶剤は昆轟に射 して鼎常人なる敵性を有することを必要とするD

何となれば何等かの践骨にカ如､て毛敵軌 毛皮等に苦慮の卵が附著 して居たり､或は嘗戯 白 熱

も附著 してゐることがあり､ それを知 らす して 容梓に仕舞ひ込むことが過 らないとは限 ちな

いD斯 くの如き場合に防糸剤の嘉化 し1=瓦斯に薄地がないならば､卯は押化 し.幼曲は盤長

て喰欝を起 しくすることになるであ らう∨従狐 貯蔵中の羊毛甑,穀物等に加審する脊職を

ぐ目的で樽牌.ナフタ')ン或はパラヂクロールペンヂン等が屡々使用 されナこ｡ 之等のも

iLも押毒削軽のものであり,その瓦斯は昆為に射 して森煙を有するには速ひないULか

轟性は甚だ大なるものではないので､名乗中に於ける之等の瓦斯の濃度が祁常に太 くな

其の校鵡カは甚だ大なるものとは青へない､,然るに之等の物質は幣孤にありでは姓押養糠

だ大なるものではないので､察鼠中に於げろ之等の瓦斯の浪皮は案外に低いものであるO

て貯蔵辞典が甚だ気密のもQ)であり.叉,客気の汎皮が非櫓に高い学齢であた'にあ らざ総ぼ之.

等の瓦斯の殺最作用は案外に大なるものではないD此の勤は大に狂恋を雷する鮎であって. ･之

等の防巌剤の赦県を飾 り高 く評惜 しすぎないや うに拭窓せねばならぬa.軌ふJ

さて､不押葛削生の薬剤を防蝕剤として就榊しようとすれば､上述 しナこ揮拳性物質と抵敷 く1別

の原理によらぬばな らぬことになるo即ち.この境倉には保護すべき毛織物､

を附著若 しくは浸潤せしめて其の防蝕剤の有する特殊の味､或は､刺激,戒もお

寄晶の地番を覚れようとするのであるO尾脚 が其のロに､又臥 日歩 (とは罵晶の′口
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すrD色 の々附魔物を引きくるめて呼ぶのである)に称する特殊の感兜醇官によって物の味､或は

刺政を訊別する能力あることは既に明なることである｡今日､防触酢として褒り出されてゐる

物の数は斬る多いことは武屑博士が指摘してゐらる 桝ゝであるが,しかし､それにも係らず､

防独創が如何なる併用によって磐鹿の蝕喜劇yJ-ぐかに嘩いては案外に研究成横が少いや うに恩

はれるLl併 しながら､之等の防蝕剤が喜曲に典へる特殊の峠､若 しくは刺激によQ)て曲をして

喰客動 じめしむる作用あるべきことは本誌第 1卿 こ報告 した山田僻 自署の防蝕試験の成績から

推定畑凍ると思ふ

しかし.防触作用には上述しナこ外に猶は他の鞘的 て存し得ると息はれる〕例へば､i:迂曲の日

韓に布す闘将覚♯官の作用なども闘頗する場舟が有ると忍ばれるし,昆曲の日韓に春する解像作

用は常々0)想像する以上に鋭敏なるものであるらしく､特殊の味を有するものでなく､又.特

殊の鬼気を有するものでなくとも､何か異物が其の良物に附著してゐる場合には之を食せざる

域倉があるや うに鳳はれるoLか し､之等の鮎につきては更に評緋の研究を暫すること 考ゝへ

られるが.托怒すべきことは常 人々間の感兜によっては無味､無臭と考へられるち())と狼tL;_も昆

鹿に取っては必Lも三脚 味､搬奥であるとは定まらないことであるし,

更に此所に妙 味ある塊象は或る種の蘇剤を昆曲の食植物に撒和し1=場糾 二､･許 の々咋畳著し

く柊鳴動 こよっては其の藩邸 ま特別の臭気や味を有 して居るや うに猛者へられす､放､昆最 も

轟剤0)附著 したる食物を始め暫くの開脚食するが､間もなく節食をIしめるOそして死すること

なく故日間は其の食物を撤らすに屠ることであILL､此0)現象の理由は今日明にするととを稗な

いが､其の結苑から見れば宛 も斯 くの如き在郷は忌避剤であるかの如き作月沌 里することにな

るo 其の賓用上の慨値は問題なりとするも興味ある問題であり､購兼の研究を待つことと息は

れるO武居博士の二に朱になれる｢｡チノン｣を元とせ引離 蛸 tjの如きも薄き濃度の場合には上述

せるが如き作月沌 里するもの やゝ うに考ぺられるが､更に排光を必嬰とするし.兎も角も､此0)

防独創は不輝魔性にしてH.つ､饗質し雑か性質を布するが故に.之を以って慮理 した毛織物､

毛皮等はかなり長期間に亙りて霧島の蝕害を魂れ得る笥であると考へられるO此の防蝕作用の

持疏期間に槻しては寄々は度に蜜敏を行ひて､其の特赦期間の長さを決定する考である.

駆 除 法

童鈍物､奄皮,水産乾物等に審曲が常生し七城創 こ之を醍降す馴二は色々の方法があるo L

lか しなが ら害晶が喰落して居るものが何であるかによりて､之に適用すべき醸除法を考へるニ
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とが甚151-I(切であるり何となれ藍 此の際に供用すべき輿剤は聾曲に射す;㍍投飽枚取が確資な

るものであるべきことは勿論であるが､和利こ其の柴剤が人畜に射 して有藤であり､露人なる

危険を及はす ことなきや香や､史､毛織物､毛皮或は丸鋸食料.r.=h等に怒影響を及榛すこと無き

ゃ否やを考慮しなけ摘まならぬ｡1=とび喜鼻を殺すには非常に有敢であるとするも､それが奄
■

酢臥 毛皮等の晶質を甚 しく喜し､又､食粗品に慈影響を典へて食用に喋へざらしめるが如き

ものであれば之を倣fHL得ざること勿論であるO之等の%Ijを考慮に入れる11割二は通常なる投強

力礎壬は基外に少いものである｡

宅慌物､水産乾物等の寄曲を駆除すかJJ.法は多種多様であるが､之等を大別して攻0)二瓶と

することが出来る｡1･ TJn熱､乾燥或は冷却等による音曲矧駄法 2. 有産なる軸物を使用す

る鞍点脹除法

第1.加熱或は冷却はよる方法

第 1群に属する方法の中で最 も普通に旗用 し得るも0)は乾塊と加熱とである.このニー:つは不

則不離の関係にあるものである｡尤も､水蒸気によりて,TJH動する場合には乾燥を件はない加熱

が行はれることになるが､こ0)方法は鹿甥!.される物の品質に望ましくない愚考欝を及はすことが

大であるが故に利用 し難き場食が少くない｡

乾熱を利用する方法には色々あるが最 も簡便なるは日光に曝して乾晩する分路であるolヨ

であれば毛織軌 毛皮又は私産乾物等の何れにも之を慮用 し得べく､品質にも悪影響を養

贋殆ど無 く､両も乾燥方法､乾焼後の取扱ひ等が宜 しき研削日射l潤 好い成東巻嘩頼

出来るO盛夏晴天の日に充分日光に曝すならば能 く乾燥すると料 こ直射日光のあたる療

の渦度 も著 しく上昇 し.乾晩と高漁との共同作用によりて卵,幼品等は死するものも砂

73べ く､幼轟､成島等は死なないにしても熱と乾燥に塔へ乗ねて加害物から脱的するも

ら乾倣後の保管方法窓しきを得れば品薄を軽減することが舶凍る｡

上に述べナづ迫り乾燥するには何等かの方法によりて加I熱することを要し､従って乾陳と加熱
I

とは通常之を切 り離 して考へる必要はないJ乾馳するに人二仁的の熱を利用する場合には概する

程度に渦度を高めることが出凍るC.堆って加熱によって晶質が悪化する虞のない品物であれば

人工加熱によって粒轟の郎 勺を連することがIh凍る｡

熱に封する抵抗力は害虫の種類によQ)て興るも0)ではあるけれども多くの場合擁氏60度乃至

70度の粗度に数時間曝せば略は鞍点の郎 勺を達 し得べく､此0)程度の熱であれば奄織物雄株7

塵乾物の如きものでも恐 らく､品質に悠影響を受けることはあるまいと温田 L翫 二軍意味
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滋机､て毛挽物､洋服などに アil｣ンをかけ ることな ども有欺なる加熱駐除法 たるを炎はな

いし,

加熱すると席料に冷却することに因りても藩政を弧駄することが出来るLl此の方法によれば

毛織物或は水産乾物などの何れにあQ)ても品覚を聾することは殆ど全 く強いから良い醍除法で

あるや うに思はれる｡ しかし,構氏零度戒は零下2乃至3度の低湿であれば毘鹿の種購により,

又は､比歳の盤棚的班題によりては祁常に長l朋音】の曝露にも基へ得るものである｡従って殺戯

作用を完全にし臥､操作幡間を飾り長からしめないや うにする湧別こは零下7- 8度 CC.)叉は

犬以下の池度を婁すること なゝ4).之が鯛には冷棟機の相帯に冷却力大なるものを必要とする

こと なゝり.督通の商rrt:故は家庭などでは之を寛行 し難いしっ

舞2.軸 藍用ひる審轟駆除方法

轟物な用ひて苦慮を阻除するにも色 0々)種類がある｡ 即ち轟性のガス健､揮畿性の液健或は

樹敵から敬散する藤性のガスなと滝 用ひで宥曲を殺す方法がある｡斯 くの如き方法を頗蒸法と

呼んでゐるし)次には昆鼻の牌に附着せしめれば之を潰すや うな固槻或は液椎がある｡之を接鱗

殺曲軌と名づける〕史に或る種類の弊酎ま島に喰ほれて基の滑北港別 1に入りて始めて毒作用

を漫 し,量を殺すC,之等の菓剤を滑化rll轟剤と名づけるu 各種の殺糸剤は凡そ斯様に3大別す

ることが 山来るが､ 時として l種の薬剤に して上述の2種の性質を衆ね有してゐるものがあ

る〕

さて､斯様なる薬剤の中で何れを用ふべきであるかな決定するには種々なる事情を考慮する

や蜜があるo♯剤によって改札人間に射 して敢 しい轟性を有するものがあり,或は騒糸剤を施

すべき品物在寮し1=り､或は之を汚染したり,或は引火性がありて火災を起す危険が伴ったり

/ケ1するが故に各方面の事情を考慮して倣桐すべき駐曲剤を避ばねはならぬO

毛織物勤ま毛皮等が鹿によって触密封 Lる0)を漆防する日的即ちLl獅虫1のf=川勺には滑化中藤

剤を用ひることが出来るO防蝕剤とする目的で武居博i･が創製封 Lたる彼の｢ロテノン｣製剤の

如射ま恐 らく約イ帥 溶剤の 1細として作用するものであらうと思酎 Lる〕載って之を駆除の目

軌こも利用し得る｡

しかし､多量に貯蔵してある品物に寄島が多数畿生しナこ場倉に之を一風に殺してしまはうと
だ!⊇l
嘗ふが如音域食には療養剤を使用するが促であるO鞍鼻駐除に使用せられる庸養剤には色/Vの

範藤があるが､普通屯使用せ られる藩壮大なるものとしては青酸ガス､ タロ-ルビクt)ン等で

るシb之等捻大藩に卦しても数轟であるが故に普通人の使用には勧め難 く､爆蒸な行はうとす
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れば専門家に委ねることを必質とする.

此0)2棟のガス剤に比較すれば強力k用傍 るが両 用 慨 に耳管なる轟性を射し終曲駆除に使

用 し得べきものに二 硫化炭素､鵡硫酸 ガス､四鞭化炭嘉等があるO之等の中で胡硫酸ガスは腐

蝕性祁常大なるが故に毛織物､毛皮戒は乾物等に射 して使用 し難 く､脚酎ヒ淡嚢は液性潜しか

らずして甚だ適常なる煉蒸剤と杜言ひ難い｡

二硫化銀素は人間に封しても強性が州営に大であるが.脊髄 ガス程の雄藩でないか ら胤晩が

櫛程少 く､両 も半曲に射 して接線性が利常に大であるから煉薬剤として適してゐるO唖だ此0)

ガスの快鮎は容易に引火す射4J三質があることで倉席など大濠の品物を賦するものを煉蒸する時

には細心0)桂窓を必要とするく〕 〆.

二硫化茨束を用ひて倉庫を煉蒸する場合には倉庫が如何なる程度に嵐軌 こ山凍てゐちか､

叉､苦慮の種類が何であるかな考へて倣用すべき柴の分畳を決起することを要する〕しかし､

凡その目安を示すな らば倉庫の内容積 1()l)淑利 己に射して二統北淡索を約 200立方センチの割

合で用ひる必要があるL｡この肴は常渦に拙 ､T波牌であるが,徐小 二揮散してガスとなり､基

0)ガスは比重が盤嵐より重いものであるか ら二硫化狭束を浅い粋に入れて､之な塵蒸すべき

0) 上ゝガに置き､倉庫は36時間以上密閉しておくべきである ､猶は拭窓すべき革等削ま色身

が､ こ にゝは略すhl

上記の外に家庭などに於いて防曲軌 条､煉蒸剤として勧め られるものにバラヂ

ンヂン及びナフタ1)ンがあるO気絶が高い時期であ摘 ま之等のも0)を用ひて

を轟けることが山楽るoLかし､嵐泥が 2げC.或はそれより低い場合に於いては之等

殺曲赦免は著しく減少するものと考へる｡

パラヂクロールペンヂン(或はパラヂクロルベンツオ- ルとも呼ぶ)はホ ドヂン或は,

ど 呼ゝぼる 販ゝ牽防曲剤の三E成分をなす ものであり,樽 泡に於いては白色の固健である

性を有すと姓 も基の揮斐性は甚だ大なるものではな く､銑氏30度の場飢 二於け石生嵐1(

尺中に飽和状悪で布衣し得る最大量は凡そ3OO,/ラム内外に過ぎない()而して斯様な飽和状態

にあるパラヂクロ-)Lベンヂ ンの轟作用は甚だ大なるものではないO此の柴剤のガスが 100丑

1j･尺に射 して15グラム桂の割合に含まれて居っても或る穣類の客鹿を生死せしめるには5lil円

外を要すると首はれてるoJlWの人々によってパラヂクロールペンヂンは甚だ しく審カが暇

や うに言ひ榛へ られたが､近頃の研究0)結鵜に碇へば鼠漁 3OOC.の場創 こナフタ1)ン

飽和する程度にガス状にて存在する分量と同 じ畳のバラヂクp-ルペンヂンが盤采申
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る程度に用ひて､弼者の比較をした所がナフ'Jリンのガが泡に轟作用が弓鋸 ､と肯ふ桔県になっ

たと言ふことであるO この結苑が.11ミしいとす川 -jitパラヂク｡-ルペンヂシの毒力は過大に報Ei.･

されてゐると首はねばな らない､.

しかし､此所に注憩すべきことは 3OoC.に於いてはバラヂ_Jjロール′ごンヂンはナフタリンよ

りは泉北することが火であり､堆って1-億 容種0)塞嵐内に脊荘し得るパラヂクロールベンヂン

の蒸気濃度がナフタリンよりは大であるから此の繭肴が別々に垂範を飽和せしめてゐるものと

し七両肴の轟性別 ヒ較する場飢 二は殺戯JuO)囲係は上に述べナこ所と興ることになるかも知れな

い｡故桑名伊之盲.Lf博二l:は衣蛾斬駆除法の項に州 ､てパラヂクロ-ルペンヂンを用ひて衣薪を煉

蒸するには盛間容積lOO()北1Jl)亡につきて5.4グラムを用ひ-･匙聴聞密閉す頼 -A:よいと述べて居

られるが､此の数字は僚i)に小に過ぎるO恐 らくはは印刷上の訳であ らうと息はれる｡ しか し

之等の鮎につきては更に研究の要があらうと恩ふJ

ナ フタ.)ンも周知の如 く翻 削これ-)では白色の固健であるが徐 々に揮敬して蒸気となる｡ナ

7タリンの嵐化カ も甚だ火なるものではなく,擢氏300に於いてナ-)タリン蒸気が盤嵐を飽和

してゐる時の丑が1000立カリミ0)壌間に射して僕に3Oグラム丑に過ぎない(J古来､蕃最を防ぐ目

的には久しく使用されてゐたが煉蒸剤として音曲隅於の日日机こ使用せ られたのは比較的妃年0)

ことであるO従って之が使用法に関しては今日猶は不明の鮎が多い｡ I

煉蒸によりて寄鹿を没さうとすれば如何なる菓剤を用ふるにしても,鵬凍るだけ容辞が嵐密

でありてガスの漏れることが少いや うにせねばならぬ｡即ち繁簡､愈庫等の中に於いて煙幕な

行はねぽならぬこと壮膏ふまでもない｡パラヂクロー)LJヾンヂン又はナフタ1)ン等の如 く轟性

の大ならざる物を用ゐる場合には充分なる殺助成額を得ようとするには爆蒸の時間を長 くする

必要があり､時間を長 くすれば其の間に輿が揮畿して全 く無 くなってし息ふ駐れがあるO従っ

て之等のものを用ふる場合には鹿蒸されるべき巷間が之等の嵐化 した蒸気で飽和封 t,てゐるや

うにする〕軌こ之等の輩剤を過畳に用ひることが大切であるO 煉幕に関して性悪すべき事は猶は

多々あることであるが夫等については山 此々所に述べることは出凍ないO


